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Ｑ　

県
政
の
危
機
管
理
能
力

を
尋
ね
る
。

Ａ　

防
災
危
機
管
理
局
を
設

置
し
、
自
衛
隊
な
ど
関
係
機
関

と
の
連
携
強
化
の
た
め
自
衛

隊
Ｏ
Ｂ
を
防
災
危
機
管
理
専

門
監
と
し
て
任
用
。
自
主
防

災
組
織
や
消
防
団
の
充
実
強

化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

「
防
災
メ
ー
ル
・
ま
も
る
く
ん
」

を
は
じ
め
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
を

活
用
し
て
県
民
に
災
害
時
の

情
報
な
ど
を
発
信
。
土
砂
災
害

危
険
度
情
報
の
伝
達
の
た
め
、

警
戒
区
域
内
に
あ
る
「
災
害
時

に
配
慮
を
要
す
る
方
が
利
用

す
る
施
設
」
の
管
理
者
へ
の

メ
ー
ル
等
に
よ
る
プ
ッ
シ
ュ

型
配
信
、
県
民
に
向
け
た
テ
レ

ビ
の
デ
ー
タ
放
送
に
よ
る
配

信
を
開
始
し
た
。
今
年
は
総
合

防
災
訓
練
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル

を
想
定
し
た
住
民
避
難
訓
練
、

国
民
保
護
訓
練
な
ど
を
繰
り

返
し
実
施
し
、
結
果
を
検
証
、

危
機
管
理
対
応
の
実
効
性
を

高
め
て
い
る
。

　

５
月
26
日
、
県
庁
で
本
県
に

関
係
す
る
陸
・
海
・
空
自
衛
隊
、

海
上
保
安
本
部
、
警
察
、
消
防

の
ト
ッ
プ
が
意
見
交
換
し
た
。

ト
ッ
プ
の
間
に
直
接
連
絡
可

能
な
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
設
定
、

実
務
者
レ
ベ
ル
の
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
も
設
定
し
円
滑
な
情
報

共
有
を
図
る
こ
と
に
し
た
。

Ｑ　

県
営
の
筑
後
広
域
公
園

の
「
環
境
学
習
エ
リ
ア
」
の

整
備
に
つ
い
て
知
事
に
問
う
。

Ａ　

筑
後
広
域
公
園
は
約

１
２
０
㌶
を
平
成
７
年
度
か

ら
整
備
し
、
ス
ポ
ー
ツ
、
交
流
、

文
化
体
験
の
各
ゾ
ー
ン
（
91

㌶
）
の
整
備
は
一
定
の
目
途

が
つ
い
た
。
環
境
学
習
エ
リ

ア
は
矢
部
川
の
河
川
敷
に
あ

り
、
一
部
が
天
然
記
念
物
「
船

小
屋
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
発
生
地
」

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
今
後

の
整
備
に
向
け
新
た
な
事
業

計
画
の
検
討
が
必
要
。
河
川

敷
を
活
用
し
た
優
良
事
例
の

収
集
や
地
域
ニ
ー
ズ
の
把
握

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｑ　

国
の
米
政
策
の
転
換
で

生
産
現
場
に
不
安
が
漂
う
中
、

水
田
農
業
や
農
林
水
産
業
の

振
興
を
ど
う
進
め
て
い
く
か
、

知
事
の
所
見
を
伺
う
。

Ａ　

水
田
農
業
の
維
持
・
発
展

に
は
、
安
定
し
た
担
い
手
の
確

保
を
図
り
、
麦
や
大
豆
の
生
産

拡
大
で
水
田
を
有
効
活
用
し
、

農
家
の
所
得
を
確
保
す
る
取

り
組
み
が
必
要
。
担
い
手
に
農

地
を
集
積
す
る
農
地
中
間
管

理
事
業
を
進
め
、
昨
年
度
は
約

２
０
０
０
㌶
が
集
積
さ
れ
た
。

麦
や
大
豆
の
作
付
け
拡
大
の

た
め
、「
ラ
ー
麦
」
を
使
う
新

商
品
開
発
に
よ
る
需
要
拡
大
、

水
稲
の
早
期
作
付
け
の
見
直

し
、
高
性
能
機
械
の
導
入
を

進
め
て
い
る
。
県
産
農
林
水

産
物
と
加
工
品
を「
福
岡
の
食
」

と
し
て
一
体
的
に
販
売
促
進

す
る
た
め
、
今
年
度
、「
福
岡

の
食
販
売
促
進
課
」
を
新
設
。

東
京
事
務
所
同
様
、
大
阪
事

務
所
に
も
「
福
岡
よ
か
も
ん
・

よ
か
と
こ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
」
を
設
け
た
。

Ｑ　

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発

射
に
つ
い
て
、
知
事
に
政
治
家

と
し
て
の
認
識
と
県
民
へ
の

情
報
提
供
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

Ａ　

わ
が
国
を
含
む
地
域
及

び
国
際
社
会
の
平
和
と
安
全

を
損
な
う
安
全
保
障
上
の
重

大
な
挑
発
行
為
で
、
誠
に
遺

憾
で
あ
る
。
引
き
続
き
関
係

機
関
と
密
接
に
連
携
し
、
県

民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
を

守
っ
て
い
く
。
県
は
弾
道
ミ

サ
イ
ル
攻
撃
時
に
住
民
が
取

る
べ
き
対
応
に
つ
い
て
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
市
町

村
に
配
布
。
県
防
災
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。
武
力
攻

撃
や
テ
ロ
か
ら
身
を
守
る
こ

と
を
テ
ー
マ
と
す
る
県
政
出

前
講
座
で
一
昨
年
度
か
ら
現

在
ま
で
６
回
、
県
内
４
市
で

説
明
し
て
き
た
。
新
た
な
試

み
と
し
て
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を

想
定
し
た
住
民
避
難
訓
練
も

実
施
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
各

戸
配
布
の
福
岡
県
だ
よ
り
な

ど
各
種
広
報
媒
体
を
通
じ
て

住
民
へ
の
周
知
徹
底
を
図
っ

て
い
く
。

Ｑ　

米
、
麦
、
大
豆
の
種
子

生
産
を
県
に
義
務
付
け
て
い

た
主
要
農
作
物
種
子
法
の
廃

止
法
案
が
本
年
４
月
に
成
立

し
た
。
知
事
に
問
う
。
本
県

水
田
農
業
の
振
興
を
ど
う
進

め
て
い
く
の
か
。

Ａ　

水
田
農
業
を
維
持
・
発

展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
安

定
し
た
担
い
手
の
確
保
を
図

る
と
と
も
に
、
農
家
の
所
得

を
確
保
す
る
取
り
組
み
が
必

要
。
県
は
「
ラ
ー
麦
」
を
使

用
す
る
新
商
品
を
開
発
。
今

年
度
か
ら
新
た
に
、
ほ
場
の

排
水
対
策
や
大
豆
調
製
施
設

の
長
寿
命
化
も
支
援
。「
夢

つ
く
し
」
な
ど
県
産
米
の
消

費
拡
大
を
図
る
活
動
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。
種
子
法
の

廃
止
後
も
優
良
種
子
の
安
定

供
給
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
た
め
、
九
州
地
方
知
事
会

を
通
じ
て
国
に
適
切
な
措
置

を
講
じ
る
こ
と
を
要
請
し

た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を

通
じ
水
田
農
業
の
振
興
を

図
っ
て
い
く
。

Ｑ　
「
第
37
回
全
国
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会
」
は
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
も
含
め
県

全
体
で
盛
り
上
げ
て
い
く
こ

と
が
重
要
。
知
事
の
決
意
を

尋
ね
る
。

Ａ　

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に

県
内
各
地
で
稚
魚
の
「
リ

レ
ー
放
流
」
や
「
海
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
作
文
、
絵

画
、
習
字
の
コ
ン
ク
ー
ル
を

実
施
し
、
博
多
ど
ん
た
く
港

ま
つ
り
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト

で
Ｐ
Ｒ
を
実
施
。
市
町
村
や

関
係
団
体
・
企
業
に
「
の
ぼ

り
」
の
設
置
や
広
報
誌
で
Ｐ

Ｒ
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
企

業
に
は
自
社
商
品
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
へ
の
大
会
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
表
示
や
、
協
賛
商
品

を
開
発
し
て
い
た
だ
い
た
り

し
て
い
る
。
県
全
体
の
機
運

を
高
め
て
大
会
の
成
功
に
つ

な
げ
、
成
果
が
一
過
性
の
も

の
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
大

会
を
契
機
と
し
て
本
県
が
誇

る
水
産
物
の
県
内
外
へ
の
Ｐ

Ｒ
、
魚
食
の
普
及
な
ど
水
産

業
の
振
興
に
し
っ
か
り
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

５
月
に
大
規
模
火
災
が

発
生
し
た
嘉
麻
市
の
産
業
廃

棄
物
中
間
処
理
施
設
は
、
法

定
上
限
の
５
倍
を
超
え
る
廃

棄
物
が
野
積
み
さ
れ
て
い
た
。

県
内
３
４
６
カ
所
の
中
間
処

理
施
設
で
過
積
み
が
な
い
か

総
点
検
す
べ
き
だ
。
大
量
の

過
積
み
を
看
過
し
、
結
果
と

し
て
大
規
模
な
火
災
事
故
と

な
っ
た
こ
と
に
対
し
、
知
事

は
ど
う
責
任
を
感
じ
て
い
る

の
か
。

Ａ　

火
災
が
生
じ
た
施
設
を

立
入
検
査
し
て
お
り
、
今
後
、

専
門
家
か
ら
防
火
対
策
の
強

化
に
つ
い
て
も
意
見
を
も
ら

う
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
県

が
許
可
し
て
い
る
す
べ
て
の

中
間
処
理
事
業
者
に
改
め
て

廃
棄
物
保
管
状
況
の
確
認
と

防
火
対
策
を
指
導
す
る
。
事

業
者
に
よ
る
過
剰
保
管
が
結

果
と
し
て
火
災
事
故
を
大
き

な
も
の
に
し
た
こ
と
を
大
変

遺
憾
に
思
い
、
地
元
の
皆
さ

ん
が
不
安
な
日
々
を
送
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
申
し
訳
な
く

思
っ
て
い
る
。
鎮
火
に
向
け

た
消
火
活
動
を
最
大
限
支
援

し
、
嘉
麻
市
と
連
携
し
て
健

康
相
談
、
周
辺
環
境
の
調
査

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ　

県
議
会
と
県
タ
イ
友
好

議
員
連
盟
で
は
タ
イ
王
国
総

領
事
館
誘
致
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
５
月
に
は
議
長
を
団

長
と
し
た
訪
問
団
が
タ
ナ

サ
ッ
ク
副
首
相
、
ソ
ム
キ
ッ

ト
副
首
相
と
会
談
し
た
。
知

事
は
こ
の
取
り
組
み
を
ど
う

評
価
し
て
い
る
か
。

Ａ　

県
議
会
で
は
バ
ン
コ
ク

都
議
会
と
の
友
好
提
携
に
基

づ
く
交
流
を
積
み
重
ね
、
タ

イ
王
国
政
府
に
対
し
様
々
な

働
き
か
け
を
行
っ
て
こ
ら
れ

た
。
両
副
首
相
と
の
会
談
で

前
向
き
な
発
言
を
頂
い
た
こ

と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
。

会
談
を
踏
ま
え
、
私
も
先
週
、

来
日
中
の
ソ
ム
キ
ッ
ト
副
首

相
に
直
接
要
請
し
、「
福
岡
県

に
総
領
事
館
を
設
置
す
る
方

向
で
、
関
係
省
庁
で
の
検
討

と
手
続
き
を
進
め
て
い
き
た

い
」
と
の
発
言
を
頂
い
た
。
県

議
会
と
県
の
働
き
掛
け
で
設

置
に
向
け
大
き
く
前
進
し
た
。

Ｑ　
「
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
」

は
、
不
登
校
や
中
途
退
学
の

高
校
生
に
学
習
の
場
を
提
供

し
、
学
業
の
継
続
と
在
籍
校

へ
の
復
帰
を
支
援
す
る
。
ほ

と
ん
ど
の
私
立
高
校
は
セ
ン

タ
ー
へ
の
出
席
や
学
習
の
状

況
を
踏
ま
え
て
単
位
認
定
や

進
級
・
卒
業
に
つ
い
て
適
切

に
措
置
を
行
う
協
定
を
結
ん

で
い
る
。
県
立
高
校
す
べ
て

で
取
り
組
め
る
よ
う
に
県
教

育
委
員
会
と
セ
ン
タ
ー
と
の

間
で
包
括
的
な
協
定
を
締
結

し
、
支
援
す
べ
き
だ
。

Ａ　

県
立
高
校
の
不
登
校
生

徒
の
中
に
は
、
在
籍
校
に
お

け
る
支
援
を
受
け
な
が
ら
も
、

不
登
校
か
ら
復
帰
で
き
な
い

事
情
の
あ
る
場
合
も
あ
り
、

セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
大
い
に

期
待
で
き
る
。
今
後
、
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
た
支
援
実
践

例
の
紹
介
を
行
う
と
と
も
に
、

包
括
的
な
協
定
の
締
結
を
は

じ
め
連
携
強
化
の
た
め
の
協

議
を
進
め
る
。

Ｑ　

多
様
性
を
認
め
合
う
社

会
の
構
築
に
つ
い
て
。
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
を
契
機
に
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
）
へ
の
関
わ
り
方
に

つ
い
て
社
会
は
大
き
く
変
化

し
て
い
る
。
知
事
は
ど
の
よ

う
な
感
想
を
持
ち
、
県
は
ど

の
よ
う
な
方
向
性
で
関
わ
っ

て
い
く
の
か
。
県
経
済
界
に

動
き
は
あ
る
か
。

Ａ　

２
０
１
４
年
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
憲
章
に
「
性
的
指
向

に
よ
る
差
別
禁
止
」
が
盛
り

込
ま
れ
る
な
ど
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の

方
々
へ
の
配
慮
の
動
き
が
進

ん
で
き
て
い
る
。
県
も
今
年

度
新
た
に
観
光
事
業
者
を
対

象
に
啓
発
事
業
を
実
施
す
る
。

九
州
経
済
連
合
会
が
観
光
事

業
者
等
を
対
象
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

の
方
々
に
対
す
る
理
解
や
取

り
組
み
を
促
進
す
る
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
予
定
す

る
な
ど
県
経
済
界
に
も
動
き

が
広
が
っ
て
お
り
、
県
も
こ

の
セ
ミ
ナ
ー
を
共
催
す
る
。

今
後
と
も
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
す

る
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深

め
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
々
が
安

心
し
て
生
活
し
、
活
躍
で
き

る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ　

教
育
庁
の
復
職
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
、
特
例
子
会
社
（
障

害
者
の
雇
用
を
目
的
に
民
間

企
業
や
地
方
自
治
体
が
設
立

す
る
子
会
社
）
が
進
め
て
い

る
復
職
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
参
考

に
な
る
と
思
う
。
教
育
長
の

見
解
を
問
う
。

Ａ　

本
県
の
教
職
員
に
対
し

て
は
、
公
立
学
校
共
済
組
合

立
・
九
州
中
央
病
院
の
認
知

行
動
療
法
を
取
り
入
れ
た
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
民
間
企

業
で
実
施
さ
れ
て
い
る
内
容

を
含
む
復
職
に
向
け
た
医
療

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い

る
。
所
属
で
の
職
場
復
帰
訓

練
の
前
に
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
活
用
す
る
こ
と
は
円
滑

な
職
場
復
帰
に
効
果
的
と
考

え
ら
れ
る
た
め
、
今
後
、
職

員
に
対
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

周
知
を
図
っ
て
い
く
。

Ｑ　

文
部
科
学
省
が
今
年
４

月
28
日
に
公
表
し
た
公
立
小

中
学
校
教
員
の
実
態
調
査
で
、

１
カ
月
の
時
間
外
勤
務
が
月

80
時
間
を
超
え
る
教
諭
が
小

学
校
で
34
％
、
中
学
校
で
は

58
％
も
い
る
な
ど
過
酷
な
勤

務
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

教
員
の
超
過
勤
務
改
善
に
向

け
た
今
後
の
方
策
に
つ
い
て

教
育
長
の
見
解
を
求
め
る
。

Ａ　

こ
れ
ま
で
学
校
に
お
い

て
は
、
時
間
外
勤
務
手
当
が

支
給
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、

勤
務
時
間
管
理
の
意
識
が
不

十
分
な
実
態
が
あ
っ
た
。
職

員
の
意
識
改
革
を
図
る
た
め
、

今
年
度
か
ら
超
過
勤
務
を
正

確
に
把
握
す
る
取
り
組
み
を

試
行
。
こ
れ
を
来
年
度
以
降

全
県
的
に
広
げ
、
適
切
な
勤

務
時
間
管
理
に
努
め
る
と
と

も
に
、
現
在
各
学
校
で
行
っ

て
い
る
業
務
改
善
の
取
り
組

み
を
一
層
徹
底
し
て
い
く
。

自
民
党
県
議
団

自
民
党
県
議
団

西
元  

　健  

民
進
党
・
県
政
県
議
団

民
進
党
・
県
政
県
議
団

田
辺  

一
城  

公
明
党

公
明
党

大
塚  

勝
利  

緑
友
会

緑
友
会

吉
武  

邦
彦  


